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学^
叉
歴
] 9 4 ] 年 4 月
1 9 4 2 年 1 1 月
] 9 4 7 年 3 月
1 9 4 7 年 4 月
1 9 5 0 年 3 月
1 9 5 0 年 4 月
1 9 5 3 年 3 月
] 9 5 3 年 4 月
1 9 5 7 年 3 月
1 9 5 7 年 4 月
1 9 5 9 年 3 月
1 9 5 9 年 4 月
1 9 6 2 年 3 月
. 空
、
生 年 月 日
細 谷
ゞ
1 9 3 4 年 8 月 2 8 日
山 形 県 師 範 学 校 附 属 国 民 学 校 入 学
宮 城 県 女 子 師 範 学 校 附 属 国 民 学 校 転 入 学
宮 城 師 範 学 校 女 子 部 附 属 国 民 学 校 卒 業
宮 城 師 範 学 校 女 子 部 附 属 中 学 校 入 学
東 北 大 学 宮 城 師 範 学 校 附 属 中 学 校 卒 業
宮 城 県 仙 台 第 二 高 等 学 校 入 学
宮 城 県 仙 台 第 二 高 等 学 校 卒 業
東 北 大 学 文 学 部 入 学
東 北 大 学 文 学 部 ( 社 会 学 専 攻 ) 卒 業
東 北 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 ( 社 会 学 功 J 幻 修 士 課 程 入 学
東 北 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 ( 社 会 学 専 攻 ) 修 士 課 程 修 了
東 北 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 ( 社 会 学 専 攻 ) 博 士 課 程 入 学
東 北 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 ( 社 会 学 専 攻 ) 博 士 課 程 退 学
( 所 定 年 限 在 学 L 所 定 単 位 を 取 得 し た た め )
昂 教 授 略 歴
、
職
歴
1 9 6 2 年 4 月
1 9 6 3 年 1 0 月
1 9 6 4 年 4 月
1 9 6 6 年 2 月
東 北 福 祉 大 学 社 会 福 祉 学 部 講 師
( 都 市 農 村 間 題 , 社 会 調 査 法 )
東 北 大 学 講 師 川 内 分 校 ( 社 会 学 )
東 北 大 学 講 師 教 養 部 ( 社 会 学 )
東 北 大 学 教 養 部 助 教 授 ( 社 会 学 )
( 1 9 6 3 年 9 月 ま で )
? ?
?
? ?
?
]977年4月
1982年4月
]984年4月
19舗年4月
19舗年4月
1987年4月
1987年4月
]993年4月
(1993年3月まで)東北大学數養部教授(社会学)
a984年3月まで)東北大学評議員併任
a985年3 打まで)東北大学評議員併任
(1987年3月まで)東北大学教養部長併任
東北大学情報処理教育センター長併任 a9釘年3月まで)
a989年3月まで)東北大学教養部長併任
東北大学情報処理教育センター長併任(1989年3月庄で)
東北大学大学院情報科学研究科什専士課程)教授
(1998年3月まで)(社会構造変動論)
(1995年3月まで)東北大学評議員併任
(1997年3月まで)東北大学評議員併任
(定年退官')
1993年4月
】995年4月
1998年3月
(併任・非常勤)
1963年度
1964年度
1965年度
1966年度
東北福祉大学社会福祉学部非常勤講師
東北福祉大学社会福祉学部非常勤講師
東北福祉大学社会福祉学部非常勤講師
東北福祉大学社会福祉学部非常勤講師
山梨大学教育学部講師併任
東北福祉大学社会福祉学部非常勤講師
東北福祉大学社会福祉学部非常勤講師
茨城大学教養部講師併任
金沢大学法文学部講師併任
東北福祉大学社会福祉学部非常勤講師
茨城大学教養部講師併任
東北福祉大学社会福祉学部非常勤講師
茨城大学人文学部講師併任
東北大学大学院文学研究科け専士課程)担当
東北大学農学部講師併任
東北福祉大学社会福祉学部非常勤講師
宮城教育大学教育学部講師併任
東北大学医学部講師併任
東北大学農学部講師併任
茨城大学教養部講師併任
宮城教育大学教育学部講師併任
東北大学医学部講師併任
茨城大学數養部講師併任
東北大学医学部講師併任
茨城大学教養部講師併任
宮城教育大学數育学部講師併任
1967年度
19能年度
19研年度
1970年度
197]年度
1972年度
1973年度
1974年度
1 9 7 5 年 度
下 葉 大 学 人 文 学 部 講 師 併 任
福 島 大 教 育 学 部 講 師 併 任
東 北 大 学 医 学 部 講 師 併 任
東 北 大 学 農 学 部 講 師 併 任
茨 城 大 学 教 養 部 講 師 併 任
東 京 大 学 文 学 部 講 師 併 任
東 北 大 学 医 学 部 講 師 併 任
東 北 大 学 農 学 部 講 師 併 仟
茨 城 大 学 人 文 学 部 講 師 併 任
東 北 大 学 阪 学 部 講 師 併 任
東 北 大 学 盤 学 部 講 師 併 任
茨 城 大 学 人 文 学 部 講 師 併 任
東 北 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 什 嘩 士 課 程 ) 担 当
東 北 大 学 医 学 部 講 師 併 任
東 北 大 学 農 学 部 講 師 併 任
小 樽 商 科 大 学 商 学 部 講 師 併 任
東 北 大 学 医 学 部 講 師 併 任
東 北 大 学 農 学 部 講 師 併 任
東 北 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 け 専 士 課 程 ) 担 当
東 北 大 学 医 学 部 講 師 併 任
東 北 大 学 医 学 部 講 師 併 任
東 北 大 学 農 学 部 講 師 併 任
東 北 大 学 農 学 部 講 師 併 任
東 北 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 ( 博 士 課 程 ) 担 当
東 北 大 学 大 学 院 農 学 研 究 科 け 専 士 課 程 ) 担 当 ( 学 位 論 文 審 査 )
東 北 大 学 医 学 部 講 師 併 任
東 北 大 学 農 学 部 講 師 併 任
東 北 大 学 医 学 部 講 師 併 任
東 北 大 学 農 学 部 講 師 併 任
福 島 大 学 経 済 学 部 講 師 併 任
宮 城 教 育 大 学 教 育 学 部 講 師 併 任
東 北 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 ( 博 士 課 程 ) 担 当
東 北 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 ( 博 士 課 程 ) 担 当
東 北 大 学 経 済 学 部 講 師 併 任
山 形 大 学 農 学 部 講 師 併 任
東 北 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 ( 愽 士 課 程 ) 担 当
宮 城 教 育 大 学 教 育 学 部 講 師 併 任
東 北 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 ( 博 士 課 程 ) 担 当
東 北 大 学 経 済 学 部 講 師 併 任
宮 城 教 育 大 学 教 育 学 部 講 師 併 任
1 9 7 6 年 度
} 9 7 7 年 度
1 9 7 8 年 度
1 9 7 9 年 度
1 9 8 0 年 度
1 9 8 1 年 度
1 9 認 年 度
] 9 8 3 年 度
1 9 8 4 年 度
1 9 8 9 年 度
1 9 9 0 年 度
1 9 9 ] 年 度
1 9 兜 年 度
19船年度
]995年度
1996年度
福島大学行政社会学部講師併任
東北大学大学院文学研究科け導士課程)担当
山形大学人文学部講師併任
岩手大学人文社会科学部講師併任
神戸大学文学部講師併任
岩手大学大学院教育学研究科(修士課程)担当
東北大学大学院文学研究科什専士課程)担当
東北大学大学院文学研究科什専士課程)担当1997年度
1994年10月
^ 賞
1963年
所属学協会
日木社会学会
a982~85年.1988~91年・]995~97年理事)
日木村落研究学会(村落社会研究会)
(?~]9兜年運営委員,1992~93年.]993~舗年理事,"1997~理斗f・会長)
東北社会学会
a995~97年会長,1997~理事・会長)
東北社会学研究会
(1995年~会長)
地域社会学会
日本社会学史学会
日中社会学会
(1996年~理事)
アジア社会研究会
唯物論研究協会
マルクス.=.ソゲルス研究者の会
日本蝶類学会
日本昆虫協会
中国・河北省社会科学院客員研究員
第6回城戸浩太郎賞

著 書
1『社会科学への視角^マックス・ウェーバー批豹仙
1 ~351ページ汐文社
2『現代社会学と組織論』
1 ~306ページ誠信書房
3 畔剛乍農業の展開と村落構造』(菅野正・田原音和と共著)
51~71,171~196,253~335,認7~341ベージ御茶の水書房
4 『マルクス社会理論の研究一ーー視座と方法』
1~309ページ東京大学出版会
(佐藤勉.細谷昂.村中知子編『リーディソグス日本の社会学』 2
(社会学思想),東京大学出版会,1997年,に・一部収録)
5 『東北農民の思想と行動』(菅野正・田原音和と共著)
4船~489,493~506,認4~765ページ御茶の水書房
6 『農民生活における個と集団』
(小林一穂.秋葉節夫・中島信博・伊藤勇と共著)
御茶の水書房
3 ~13,15~152,403~445,447~454,517~521,585~587ページ
フ『沸騰する中国農村』
(菅野正.中島信博.小林一穂・藤山嘉夫・不破和彦・牛鳳瑞と共著)
3 ~21,23~152,407~415ページ御茶の水書房
8 『現代と日本農村社会学』
東北大学出版会
作 目 録
19印年
19脚年
1970年
文
1「マソハイムにおける存在概念の展開」
『文化』第22巻3号,東北大学文学会
2 「歴史主義的思考と知識社会学の論理」
21~32ページ『社会学評論』第36号,日本社会学会
3「イデオロギー研究の基礎問題^その分析視点と概念一ーー」
33~47ページ『社会学研究』第18号,東北社会学研究会
1975年
1979年
1984年
1993年
1997年
113~127ページ 1958年
1998年
1959年
?
?
24 「 農 民 意 識 理 解 の 一 視 角 ^ イ デ オ ロ ギ ー 論 の 立 場 か ら ^ 」
『 社 会 学 評 論 』 第 4 3 ・ " 号 , 日 本 社 会 学 会
H 5 ~ 1 2 8 ペ ー ジ
5  「 農 民 意 識 の 変 容 と 停 滞
^ そ の 構 造 的 = 動 的 把 握 の こ こ ろ み ^ 」 上 ・ 下
『 思 想 』 第 4 5 7 号 , 岩 波 書 店
第 4 6 3 号 , 岩 波 書 店
( 中 野 卓 ・ 作 田 啓 一 ・ 濱 島
一 部 収 録 )
6 「 存 在 と 意 識 ^ 社 会 意 識 研 究 の 理 論 的 前 提 ^ 」
『 東 北 福 祉 大 学 論 叢 』 第 5 巻 , 東 北 福 祉 大 学
5 3 ~ 8 2 ペ ー ジ
フ 「 休 制 変 革 と そ の 主 体 」
濱 嶋 朗 編 『 現 代 朴 会 学 講 座 』 第 ] 巻 ( 体 制 の 社 会 学 ) , 有 斐 閣
1 8 7 ~ 2 3 6 ペ ー ジ
4 8 ~ 6 9 ペ ー ジ
1 2 9 ~ 1 4 2 ペ ー ジ
朗 編 『 教 材 ネ 1 t 会 学 』 有 斐 閣 , 1 9 6 8 年 , に
8  「 『 現 代 』 と ウ ェ ー バ ー の 官 僚 告 嘱 兪 」
『 社 会 学 評 論 』 第 6 6 号 , 日 本 社 会 学 会
7 4 ~ 1 0 0 ペ ー ジ
9  「 農 民 と  Y ス ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ , ソ 」
( 田 原 音 和 ・ 森 博 ・ 五 十 嵐 之 雄 と 共 著 )
防 女 送 学 研 究 』 第 1 4 号 , 日 本 放 送 協 会
5 9 ~ 1 0 2 ペ ー ジ
W  呼 剛 乍 農 業 の 新 展 開 と 『 部 落 』 」
『 農 業 共 同 組 合 』 第 1 3 巻 1 0 号 , 全 国 農 協 中 央 会
6 8 ~ 8 1 ペ ー ジ
( 対 馬 貞 夫 と 共 著 )Ⅱ 「 大 学 教 養 課 程 学 生 の 生 活 と 意 見 に 関 す る 調 査 報 告 」
『 教 養 部 紀 要 』 第 8 号 , 東 北 大 学 教 養 部
1 8 9 ~ 3 0 1 ペ ー ジ
1 2  「 農 民 層 分 解 と 『 い え 』 の 変 容
^ 1 9 価 年 時 点 の 宮 城 県 古 川 市 高 倉 地 区 ^ 」
( 五 十 嵐 之 雄 ・ 雪 江 美 久 と 共 著 )
『 東 北 福 祉 大 学 論 叢 』 第 7 巻 , 東 北 福 祉 大 学
1 ~ 7 4 ペ ー ジ
1 3 「 水 稲 集 団 栽 培 と 『 部 落 』 ^ 山 形 県 庄 内 地 方 の 一 事 例 ^ 」
『 村 落 社 会 研 究 』 第 4 集 , 村 落 社 会 研 究 会
1 5 5 ~ 2 2 7 ペ ー ジ
( 安 達 正 恒 編 『 昭 和 後 期 農 業 問 題 論 集 』 2 1 ( 村 落 構 造 論 ) , 農 山 漁 村 文 化
協 会 , 1 9 8 5 年 , に 収 録 )
N  「 ネ 十 会 学 的 『 行 為 理 論 』 の 基 本 性 格
^ M . ウ ェ ー バ ー の 『 理 解 』 の 方 法 を て カ ミ か り とし て ^ 」
『 社 会 学 研 究 』 第 2 9 号 , 東 北 社 会 学 研 究 会
7 0 ~ 9 4 ペ ー ジ
1 9 田 年
1 9 6 2 年
1 9 6 3 年
1 9 6 8 年
1 9 6 3 年
1 9 6 8 年
1 9 6 4 年
1 9 6 8 年
1 9 6 6 年
1 9 6 8 年
1 9 6 7 年
] 9 6 7 年
]5r社会科学の成立根拠の問題をめぐウて
^『ウェーバーとマノレクス』の一論占^」
『ネ十会科学の方法』第1号,御茶の水書房 5~Ⅱページ
16 「『ウェーバーもマルクスも』への疑問^林道義さんに答える^」
吽上会科学の方法』第6号,御茶の水書房 ]2~17ページ
]フ「史的唯物論の二,三のカテゴリーをめぐって」
『社会科学の方法』第18号,御茶の水書房 12~16ページ
]8 「『減反農政』下の農民の対応
^1970年時点の宮城県栗原郡志波姫町^」
(樋口晟子・北村寧と共著)
『東北福祉大学論叢』第10巻,東北福祉大掌 157~198ページ
19 「マルクス・コメンタール^しわゆる士台・上部構造論を中心に」
『現代の理論』第9巻4号,現代の理論社 19~46ページ
(『マルクス・コメソタールⅣ^主要著作の研究的解説^』現代の
理論社,1972年,に収,剥
20 印隹物論的社会理論の原点^『独仏年誌』前後^」
『社会学研究』第33号,東北社会学研究会 1 ~38ページ
21「マルクスの『定式』理解をめぐって^秋間実さんに答える」上・下
吽t会科学の方法』第37弓,御茶の水書房 H~16ページ
第38号,御茶の水書房 8 ~13ページ
22 「農民意識と農村社会の変革」
蓮見音彦編畔上会学講座』第4巻(農村社会学),東京大学出版会
191~218ページ
3
1968年
977年
23「社会学理論における法^マルクス」
潮見俊隆編『社会学講座』第9巻(法社会学),東京大学出版会
171~182ページ
1968年
24 「社会理論としての『資本論』」
『現代思想』第3巻13号,青士社
25「唯物論的社会概念の端緒的形成
^『経済学・哲学草稿』と『ミル評註』^」
『商学論集』第"巻4号,福島大学経済学会
26「唯物史観への道
^『ドイツ.イデオロギー』までのマノレクス.エ.ソゲノレス^」
岡田与好・広中俊雄・樋口陽一編『社会科学と諸思想の展開』創文社
83~136ページ
1970年
1971年
1972午
1972年
1972年
]973年
136~143ページ
]974年
33~121ページ
1975年
1976年
42 7  「 物 象 化 論 と 社 会 学 」
9 7 7 年1  ~ 2 4 ペ ー ジ
『 社 会 学 研 究 』 第 3 5 号 , 東 北 社 会 学 研 究 会
2 8  「 初 期 マ ル ク ス と 『 資 本 論 』 」
1 9 7 8 年
4 9 ~ 6 6 ペ ー ジ
『 経 済 学 批 半 嘱 第 4 号 , 社 会 評 論 社
2 9  「 マ ル ク ス の 社 会 概 念 」
4 4 ~ 5 6 ペ ー ジ  1 9 7 8 年
『 社 会 学 評 論 』 第 Ⅱ 4 号 , 日 本 社 会 学 会
3 0  「 マ ル ク ス の 人 間 観 」
家 坂 和 之 編 『 現 代 社 会 学 に お け る 人 間 の 問 題 』 学 文 社  8 7 ~ 1 0 3 ペ ー ジ  1 9 7 9 年
3 1 1 、 『 都 市 化 』 と 被 震 負 傷 」 ( 佐 藤 俊 昭 と 共 著 )
π ~ 9 9 ペ ー ジ  1 9 7 9 年
『 教 養 部 紀 要 』 第 3 1 号 , 東 北 大 学 教 養 部
3 2 「 村 の 性 格 変 化 と 農 業 生 産 組 織 ^ 集 団 栽 培 後 の L I , 1 形 県 庄 内 地 方 一 ー 」
( 小 林 ・ 一 穂 と 共 著 )
2 5 1 ~ 2 9 7 ペ ー ジ  1 9 8 0 年
『 村 落 社 会 研 究 』 第 1 6 集 , 村 落 社 会 研 究 会
3 3 「 戦 後 日 本 の 社 会 状 況 ^ 日 本 型 『 大 衆 社 会 』 の 安 定 装 置 一 ^ 」
( 元 島 邦 夫 と 共 著 )
柴 垣 和 夫 . 大 内 秀 明 編 『 講 座 ・ 今 日 の 日 本 資 本 主 義 』 第 4 巻
3 0 7 ~ 3 1 8 , 3 2 5 ~ 3 3 0 ペ ー ジ  1 9 8 2 年
細 本 資 本 主 義 の 支 配 構 造 ) 大 月 書 店
3 4  「 あ る 『 常 会 日 誌 』 か ら
. 戦 後 ^ 」
^ 山 形 県 飽 海 郡 北 平 田 村 大 字 牧 曽 根 の 戦 中
1 9 8 2 年1 ~ 3 4 ペ ー ジ
畔 士 会 学 研 究 』 第 4 2 ・ 4 3 号 , 東 北 社 会 学 研 究 会
舗 「 あ る 東 北 農 村 の 戦 時 体 制
ー ^ 山 形 県 東 田 川 郡 広 野 村 上 中 村 の 『 常 会 誌 』 か ら ^ 」
1 1 5 ~ 1 2 9 ペ ー ジ  1 9 8 2 年
『 教 養 部 紀 要 』 第 3 7 号 , 東 北 大 学 教 養 部
3 6 「 戦 時 体 制 と 戦 後 改 革 ^ あ る 東 北 農 村 の 農 地 改 革 を め ぐ っ て ^ 」
1 0 ~ 1 6 ペ ー ジ  1 9 8 3 年
『 社 会 科 学 の 方 法 』 第 1 6 3 号 , 御 茶 の 水 書 房
3 7  「 ヤ ル ク ス 『 資 本 主 義 的 生 産 に 先 行 す る 諸 形 態 』 に 発 け る 『 ア ジ ア 的 形
態 』 に つ い て 」
1 5 7 ~ 1 7 4 ペ ー ジ  1 9 8 4 年
『 教 養 部 紀 要 』 第 4 1 号 Ⅱ , 東 北 大 学 教 養 部
3 8  「 大 衆 社 会 論 と 日 本 型 大 衆 社 会 」
1 ~ 1 9 ペ ー ジ  1 9 8 5 年
『 社 会 学 研 究 』 第 4 8 号 , 東 北 社 会 学 研 究 会
3 9  「 新 明 社 会 学 と マ ル ク ス , エ ・ ソ ゲ ル ス 」
『 社 会 学 研 究 』 特 別 号 ( 新 明 社 会 学 と そ の 周 辺 ) , 東 北 社 会 学 研 究 会
1 ~ 1 5 ペ ー ジ  1 9 8 5 年
如「行為と関係^見失われたマルクスの一視座^」
1985年1~18ページ『社会学年報』第H号,東北社会学会
41「地域における地主体告川こついて^ーつの試ヨ冊一^」
望月礼二郎.樋口陽一.安藤次男編『法と法過程一一社会諸科子から
191~227ページ 1986年のフプローチ』創文社
42「農家志向の多様化と村落一-80年代半ぱの庄内地方一^」
(小林一穂.秋葉節夫・中島信博・伊藤勇と共著)
71~118ページ 1988年『村落社会研究』第24集,村落社会研究会
心「『市民社会』の相互行為過程論
^フダム.スミス『道徳感倩論』への一試論一ーー」
1991年69~89ペーシ『ネt会学研究』第57号,東北社会学研究会
"「戦後日本の農地改革はなぜ成功したのか」
27~36ページ 1992年『教養部紀要』第58号,東北大学教養部
45 「『転換期』農政と家」
39~61ページ 1994年『社会学年報』第23号,東北社会学会
46 「地主と地域社会一^山形県西田川郡京田村士門家父子の軌跡^」
171~193ページ 1994年安孫子鱗編著『日本地主制と近代村落』創風社
47 「『転換期』における東北農民の家」
四~82ページ 1995年『社会学研究』第62号,東北社会学研究会
蝿「農地改革後の東北農村における家と女性
ーーー竹内農村社会学の再評価によせてー^」
『年報村落社会研究』第31号(家族農業経営における女性の自立)日本
泌~84ページ 19鮖年村落研究学会
49 「マルクスと近代市民社会」
『岩波講座現代社会学』別巻(現代社会学の理論と方法),石波書店
39~73ページ 1997年
1998年
1997年
乳
諦「将来社会についてのマルクス」
細谷昂編著『現代社会学とマルクス』アカデミア出版会
13~83ページ
「地域リーダーとしての地主
^山形県西田川郡京田村士門父子の『履歴書』から^」
東敏雄教授退官記念論文集編集委員会編『地域社会の歴史と構造』
(刊行予定)御茶の水書房
?
61  「 『 ウ ェ ー バ ー と マ ル ク ス 』 問 題 の ウ ェ ー バ ー B 勺 理 解 」
( 内 田 芳 明 『 ヴ ェ ー バ ー と マ ル ク ス
日 本 社 会 科 学 の 思 想 構 造 』
岩 波 書 店 )
『 ネ 十 会 学 評 論 』 第 9 5 号 , 日 本 社 会 学 会
書 評
1  向 井 利 昌 著 『 階 級 構 造 の 基 礎 理 論 』 日 本 評 論 新 朴
『 図 書 新 聞 』 第 7 1 3 号 , 図 書 新 聞 社
2  北 川 隆 吉 編 『 講 座 現 代 社 会 学 』  1 ( 社 会 学 方 法 ミ 制 青 木 書 店
『 週 刊 読 書 人 』 第 認 0 号 , 株 式 会 社 読 書 人
3  徳 永 恂 著 畔 上 会 哲 学 の 復 権 』 せ り か 書 房
『 社 会 学 評 論 』 第 7 7 号 , 日 本 社 会 学 会
4  山 之 内 靖 著 『 現 代 社 会 の 歴 史 的 位 相 』 日 本 評 論 社
『 エ コ ノ ミ ス ト 』  1 9 8 2 年 H 月 3 0 日 号 , 毎 日 新 聞 社
5  青 井 和 夫 編 『 中 国 の 産 業 化 と 地 域 生 活 』 東 京 大 学 出 版 会
『 村 落 社 会 研 究 』 第 6 号 , 日 本 村 落 研 究 学 会
5 8 ~ 5 9 ペ ー ジ
6  森 武 麿 ・ 大 門 正 克 編 薯 『 地 域 に お け る 戦 時 と 戦 後 』 日 本 経 済 評 論 社
『 十 地 制 度 史 学 』 第 1 5 5 号 , 上 地 制 度 史 学 会
6 2 ~ 6 3 ペ ー ジ
書 評 論 文
7 0 ~ 別 ペ ー ジ
概 説 書
1 『 基 礎 社 会 学 』 ( 新 明 正 道 ほ か と 共 著 )
誠 信 書 房
2  『 現 代 人 の 社 会 学 』 ( 福 武 直 ほ か と 共 著 )
河 出 書 房 新 社
3  『 教 養 社 会 学 』 ( 対 馬 貞 夫 ほ か と 共 著 )
誠 信 吉 房
4  『 ネ 十 会 学 』 ( 鈴 木 幸 寿 ほ か と 共 著 )
誠 信 書 房
5  吽 十 会 学 の 基 礎 知 識 』 ( 塩 原 勉 ほ か と 共 著 )
有 斐 閣
1 9 7 3 年
1 9 6 3 年
9 1 ~ 9 8 ペ ー ジ
1 9 6 5 年
8 8 ~ 8 9 ペ ー ジ
1 9 印 年
1 9 8 2 年
1 9 9 7 年
2 3 7 ~ 2 5 2 ペ ー ジ
1 9 9 7 年
2 磁 ~ 2 6 4 ペ ー ジ
1 9 6 1 年
1 ~ 3 2 ペ ー ジ
1 9 6 3 年
1 2 0 ~ 1 2 9 ペ ー ジ
5 2 , 6 3 , 7 0 ペ ー ジ  1 9 卵 年
1 9 6 4 年
1 9 6 8 年
6『社会学を学ぶ』(佐藤毅ほかと共編著)
有斐閣
フ『社会学史』(鈴木幸寿ほかと共著)
学文社
8 『ネt会学セミナー 4』(社会心理・マスココ.
(佐藤毅ほかと共編著)
有斐閣
9『現代への社会学的接近』(八木正と共編薯)
フカデミア出版会
10 『現代の国家と経済』(大内秀明ほかと共著)
有斐閣
H 『社会学読本』第2版(樺俊雄ほかと共著)
東洋経済新報社
12 『古典入門・マルクス経済学・哲学草稿』(畑
有斐閣
13 『現代社会学の視界』(八木正と共編箸)
フカデミア出版会
H 『社会学の視角』(高橋明善ほかと共編著)
アカデミア出版会
15 『見える現代^社会学の眼』(樋口晟子ほかと共編著)
アカデミア出版会
217~242ページ
ニケーショソ)
2~25ページ
7
1970年
2 ~16/くージ
1972年
辞・事典(項目執筆)
1 鈴木幸寿ほか編『社会学用語辞典』(全訂版)
学文社
2 濱嶋朗ほか編『社会学小辞典』
有斐閣
3 岡崎次郎編『現代マルクス=レーニン主義事典』上・下
社会思想社
4 小田清治ほか編『哲学中辞典』
尚学社 1983年
フ~26ページ
]53~173ページ
孝・ーほかと共著)
151~203ページ
1972年
72~93ページ
1977年
]979年
1980年
8 ~27ページ
1980年
12~34ページ
1982年
8~56ページ
1983年
1991年
]972年
1977年
1980~81年
??
85  北 川 隆 吉 監 修 『 現 代 社 会 学 辞 典 』
有 信 堂 高 文 社
6  鈴 木 幸 寿 ほ か 監 修 『 社 会 学 用 語 辞 典 』 ( 新 版 )
学 文 社
7  見 田 宗 介 ほ か 編 『 社 会 学 事 典 』
弘 文 堂
8  森 田 清 美 ほ か 編 『 新 社 会 学 辞 典 』
有 斐 閣
9  濱 嶋 朗 ほ か 編 『 社 会 学 小 辞 典 』 ( 新 版 )
有 斐 閣
1 0  ヤ ル ク ス . カ テ ゴ リ ー エ ソ 編 集 委 員 会 編 『 マ ル ク ス ・ カ テ ゴ リ ー エ ソ 』
( 刊 行 予 定 )
青 木 書 店
H  見 田 宗 介 ほ か 編 『 社 会 学 文 献 事 典 』
( 刊 行 予 定 )
弘 文 堂
そ
の 他
1  「 マ ソ ハ イ ム の 構 造 論 に つ い て こ う 考 え る 」
『 会 報 』 第 6 号 , 東 北 社 会 学 会
2  『 東 北 放 送 の ラ ジ オ . テ レ ビ に お け る 広 告 果 効 果 測 定 』
東 北 放 送 考 査 室 調 査 部
3  『 東 北 農 民 と マ ス . コ ミ ュ ニ ケ ー シ , ソ 』
( 塚 本 哲 人 ・ 田 原 音 和 ・ 勝 又 猛 と 共 著 )
4  「 階 級 意 識 と 社 会 意 識 ^ そ の と ら え 方 を め く
『 会 報 』 第 1 3 ・ 1 4 合 併 号 , 東 北 社 会 学 会
5  『 第 5 回 福 島 県 に お け る 政 治 意 識 に 関 す る 世 論 調 査 結 果 』
( 菅 野 正 ・ 斎 藤 吉 雄 ・ 五 十 嵐 之 雄 と 共 著 )
福 島 県 選 挙 管 理 委 員 会
6  「 農 民 に と っ て 現 代 と は 何 か 」
『 現 代 と 思 想 』 第  1 号 , 青 木 書 店
フ 「 あ の こ ろ の 講 義 ノ ー ト か ら 」
『 新 明 正 道 著 作 集 』 第 6 巻 ・ 月 報 2 , 誠 信 書 房
1 9 8 4 年
1 9 舗 年
1 9 8 8 年
1 9 9 3 年
1 9 9 7 年
1 9 7 6 年
1 9 9 8 年
1 9 9 8 年
6 ~  8  ペ ー ジ  1 9 諦 年
2 1 ~ 2 7 , 6 1 ~ 7 3 ペ ー ジ
つ て ^ 」
1 ~ 7 0 ペ ー ジ  1 9 5 9 年
3 0 ~ 3 6 ペ ー ジ
1 9 6 0 年
7 9 ~ 1 1 2 ペ ー ジ  1 9 6 3 年
1 9 6 1 年
1 9 3 ~ 1 9 6 ペ ー ジ  1 9 7 0 年
3  ・ ~  4  ^ ー こ 二
8 『宮城県沖地震災害に関する諸調査の総合的分析と評価』
(対馬貞夫ほかと共著)
仙台都市科学研究会
9 『'78宮城県沖地震における住民等の対応及び被害の調査研究』
(対馬貞夫ほかと共著)
東北大学'78宮城県沖地震調査研究会
10「酒田農業の近代史^明治維新から戦後まで^」
『酒田市農業委員会史』酒田市農業委員会
H「時代をりードしてきた中野曽根」
中野曽根部落史編集委員会『中野曽根の部落史』中野曽根部落会
122~127ページ
12 「庄内の村と人々ー^歴史から学ぶ、の^」
『地域経済セミナー会報』第13号,山形大学農学部農業経済研究室
1~12ページ
H9~141ページ
玲「庄内調査のこと」
『田原音和氏を偲ぶ』藤原書店
9
29~32ページ
1979年
14 「解説」
蓮見音彦編『島崎稔・美代子著作集』第2巻
田本農村社会の構造と論理),時潮社
17~43ページ
1980年
15 「『社会学研究』の歩みによせて」
『新明社会学研究』第6号,新明社会学研究会
19舗年
16「酒田農業の現代史一^農地改革から]990年代まで^」
『酒田市農業委員会史(ニ)』酒田市農業委員会
17 「庄内の村と人びと」第 1回~3]7回(菅野
『荘内日報』荘内日報社
1986年1月26日~1994年1月19日
1987年
2 ^ 3 ^一ιン
1991年
1~×1ページ
19船年
87~89ページ 1996年
1994年
正・田原音和と共同執筆)
1986~94年
フ~20ページ 1996年
1 0
( 放 送 に よ る 東 北 大 学 開 放 講 座 テ キ ス ト ・ 東 北 大 学 教 育 学 部 )
1 『 地 域 の 科 学 』 ( 大 内 秀 明 ほ か と 共 著 )
3  ~ 1 4 ,
2  『 地 震 災 害 と 市 民 生 活 』 ( 佐 々 木 嘉 彦 ほ か と 共 著 )
3  『 人 と 国 家 と 社 会 と ^ 宮 城 経 済 近 代 化 の ダ イ ナ ミ ,
( 嶋 田 隆 ほ か と 共 著 )
4  『 日 本 の な か の 外 国 風 景 』 ( 小 田 基 ほ か と 共 著 )
6 3 ~ 7 0 ペ ー ジ
1 9 8 6 年
1 9 9 0 年
1 1 9 ~ 1 2 6 ペ ー ジ
ク ス ^ 』
1 1 7 ~ 1 2 9 ペ ー ジ
1 9 7 7 年
1 9 7 9 年
1 0 7 ~ 1 1 5 ペ ー ジ
▲字!会;幸艮{!手
日本社会学会
1 「イデオロギー論の・一視点」
2 「イデオロギー研究における機能分析の問題」
3「東北農民の営農意識に関する・一分析」
(塚本哲人・田原音和・藤井黎・勝又
4 「労働組合とホワイト・カラーの意識構造」
(小山陽一・松本和良・佐藤勉・八木正・局橋勇悦・樋口晟子・
佐藤嘉一と共同報告) 第33回大会
5「東北農村と新機能集団」
(竹内利美・斎藤吉雄・小山陽一・佐々木徹郎・菅野正・田原音和・
勝又猛・江馬成也・森博・佐藤勉・塚本哲人と共同報告)
第34回大会
6 「東北農村における政治意識と投票行動」
(菅野正・斎藤吉雄・五十嵐之雄と共同報告)
猛・関崎信一郎と共同報告)
第33回大会
7 「組織・運動研究における若于の問題」
第31回大会 1958年
Ⅱ
8 「『初期マルクス』における『疎外』論につして」
第32回大会 1959年
9 「マルクス社会理論の歴史的方法」
10 「マルクスの社会概念^『ドイツ的みじめさ』からの視座」
(テーマ部会「『社会的なもの』の論理^マルクス・デュルケム・パノ'、、^
第50回大会ソソズ^」)
H 「東北農村に船ける戦時体制と戦後改革」
(テーマ部会陣斯麦改革と戦後社会意識^現段階の視点から^」)
第57回大会
19印年
12 「農民生活における個と集団」
(小林・一穂・秋葉節夫・中島信博・伊藤
1960年
13「農村家族の変容と農村女性^山形県庄内地方の事例^」
仂Π藤眞義・小松田儀貞・菅野仁・永野由起子と共同報告)
第35回大会 1962年
19田年
第36回大会 1963年
第44回大会 1971年
第45回大会 1972年
勇と共同報告)
第64回大会 1991年
1977年
第58回大会 19舗年
1984年
1 2
1 4 「 沸 騰 す る 中 国 農 村 一 - 1 9 9 0 年 代 前 期 の 河 北 省 辛 集 市 新 塁 頭 郷 一 ^ 」
( 菅 野 正 . 藤 U _ 1 嘉 夫 . 小 林 一 穂 ・ 不 和 和 彦 ・ 中 島 信 博 . 牛 鳳 瑞 '
第 6 8 回 大 会
劉 文 静 と 共 同 報 告 )
第 6 9 回 大 会
1 5  「 将 来 社 会 に つ V て の マ ル ク ス 」
日 本 村 落 研 究 学 会 ( 村 落 社 会 研 究 会 )
1  「 農 民 組 織 と 農 民 意 識
^ 山 形 県 庄 内 平 野 北 平 田 に 関 す る 社 会 学 的 研 究 ^ 」
( 塚 本 哲 人 . 佐 藤 勉 . 北 森 義 明 ・ 舛 田 忠 雄 と 共 同 報 告 ) 第 9 回 大 会
2  泙 剛 乍 農 業 の 展 開 と 村 落 構 造
^ 山 形 県 西 田 川 郡 旧 京 田 村 林 崎 の 事 例 ^ 」
第 W 回 大 会
( 菅 野 正 . 田 原 音 和 と 共 同 報 告 )
3 「 戦 時 体 制 下 の 村 と 士 地 問 題 ^ 山 形 県 庄 内 地 方 の 事 例 ^ 」
第 3 3 回 大 会
( 課 題 報 告 「 士 地 利 用 秩 序 と 村 落 の 士 地 管 理 機 能 」 )
4  「 庄 内 農 業 の 近 況 」
( 中 島 信 博 . 小 林 一 穂 . 秋 葉 節 夫 ・ 伊 藤 勇 と 共 同 報 告 ) 第 3 5 回 大 会
5  「 農 地 改 革 後 の 東 北 農 村 に お け る 家 と 女 性
^ 竹 内 農 村 社 会 学 の 再 評 価 に よ せ て ー ^ 」
東 北 社 会 学 会
1  「 現 代 社 会 の 危 機 と 選 良 階 層 の 危 機
カ ー ノ レ . マ ' ソ ハ イ ム の 場 合 一 ^ 」
2  「 東 北 に 船 け る 産 業 都 市 の 存 在 形 態
ー ^ 岩 手 県 釜 石 市 調 査 中 間 報 告 ^ 」
( 田 野 崎 昭 夫 . 鈴 木 広 ・ 吉 田 裕 ・ 小 山 陽 一 と 共 同 報 告 ) 第 5 回 大 会
3 「 社 会 意 識 と シ ソ ボ ル 操 作 ^ 階 級 関 係 動 態 の ・ 一 側 面 ^ 」
( 課 題 報 告 「 資 本 主 義 体 制 と 階 級 関 係 の 動 態 」 )
4  「 戦 後 に お け る 農 民 の 社 会 的 性 格 」
( 課 題 報 告 「 戦 後 に お け る 農 民 の 社 会 的 性 格 D
5  「 『 理 解 』 の 方 法 に っ し て ー ー ー 社 会 学 に お け る 『 行 為 的 見 地 』
手 が か り と し て ^ 」
1 9 鮖 年
1 9 9 6 年
1 9 釘 年
1 9 田 年
1 9 7 1 年
1 9 8 5 年
第 4 2 回 大 会  1 9 9 4 年
1 9 8 7 年
第 4  回 大 会  1 9 5 7 年
第 8 回 大 会  1 9 飢 年
1 9 5 8 年
第 Ⅱ 回 大 会
検 討 の
第 H 回 大 会
1 9 6 4 年
6「労働組織と村落^山形県庄内地方の事例^』
(課題報告「生産組織の展開と村落構造」)
フ「行為,関係,言語^マルクス的言語論への視座^」
(課題報告「言語とコ ソユニーソ ヨ
^知の最前線からの報告^」)
8 「『転換期』農政と家・村理論」
(課題報告「現代日本農村社会に船ける『家』と『村』」)
関東社会学会
1「日本社会学の回顧と展望」
(シソポジウム報告)
日本社会心理学会
]「農村居住老の意識とパーソナリテーをめぐって」
(シソポジウム報告) 第5回大会 1964年
第48回大会 1973年
日本民族衛生学会
1「社会学からみた地域性」
(課題講演「地域性に係る諸問題」)
第23回大会 1976年
B
第31回大会 1984年
International Rural soci010gy Association
1 圦lhy did the Land Reform of post 工入lar Japan succeed?: Historical
Background
(session: Land Reform and sustainabiHty of smaⅡ Farming in
Agricultural Moderrization: Japanese Experiences)
The 8th world congress for Rural sod010gy,1992
The pennsylvania stata univerS北y, US.A
2 The stem Family system and sustainability of Family Farms in Japan
(session: The crisis of Family Farms and the Feasibility ot sustainable
Rural Development with Globalized Economy: Japan'S Experiences)
The 9th world congress ot Rural sod010gy,1996、
Unlversity of Bucharest, Romania
第卯回大会 19鯰年
第14回大会 1966年
、、、
